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3
・
11
の
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に

伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は

大
幅
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
6
月
に
、
政
府
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
会
議
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
の
見
直
し
に
向
け
た
国
民
的
な
議

論
の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
調
査
会

基
本
問
題
委
員
会
、中
央
環
境
審
議
会
、

原
子
力
委
員
会
の
報
告
に
も
と
づ
き
、

日
本
の
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
関

す
る
3
つ
の
選
択
肢
を
提
示
し
た
。
こ

れ
ら
の
い
ず
れ
の
選
択
肢
に
お
い
て

も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は

現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
比
べ

大
幅
な
増
加
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
成
否
は
将
来
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
、
ひ
い
て
は
社
会
経
済
の
あ
り
よ

う
を
左
右
す
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ

う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
つ

い
て
考
え
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
太
陽

光
・
熱
、
風
力
、
海
洋
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

水
力
な
ど
、
太
陽
や
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
起
源
と
す
る
、
人
間
の
時
間
ス
ケ

ー
ル
に
お
い
て
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
で
あ
る
。
日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
は
こ
れ
ま
で
水
力
発
電
が

中
心
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
、
太
陽
光
、

風
力
、
中
小
水
力
、
地
熱
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存
量
や
土
地
利

用
の
条
件
に
よ
る
導
入
が
行
わ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

２
０
１
０
年
6
月
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
が
発
表
し
た
現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
で
は
、
一
般
水
力
を
含
め
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
を

現
状
の
約
８
０
０
億
kWh
（
全
発
電
電
力

量
の
8
％
）
か
ら
、
２
０
３
０
年
に
は

２
１
４
０
億
　
（
同
約
20
％
）
に
増
や

す
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
２
０

１
０
年
6
月
に
発
表
さ
れ
た
３
つ
の
選

択
肢
で
は
、
全
発
電
量
約
1
兆
kWh
に
お

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量

の
割
合
を
20
～
35
％
、
最
大
３
５
０
０

億
kWh
と
し
て
お
り
、
大
幅
な
増
加
と
な

っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
３
つ
の
選
択
肢
が
想
定
し

て
い
る
極
め
て
多
量
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
量
の
増
加
を
実
現

す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
発

電
量
増
加
の
中
心
と
な
る
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
密
度
が

低
く
、
発
電
量
が
変
動
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
に
向
け
て
は
、

今
後
の
技
術
開
発
の
成
果
を
適
用
し
て

も
、
経
済
性
を
は
じ
め
と
し
て
、
立
地

制
約
、
土
地
利
用
、
地
元
の
理
解
、
送

配
電
網
の
整
備
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課

題
は
多
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
・
普
及
に
向
け
て
は
こ
れ
ら
の
多

様
な
課
題
を
解
決
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ

る
が
、
本
稿
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
利
用
と
分
散
シ
ス
テ
ム
の

管
理
に
係
る
課
題
と
そ
の
解
決
の
可
能

性
に
つ
い
て
述
べ
る
。

⑴
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
動
特
性

　

日
本
で
大
き
な
導
入
量
が
期
待
さ
れ

る
太
陽
光
発
電
と
風
力
発
電
は
、
い
ず

れ
も
電
力
の
形
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得

る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
発
電
量
は
、
日

射
や
風
速
の
変
化
に
伴
い
大
き
く
変
動

す
る
。
太
陽
光
発
電
は
、
天
候
に
加
え

て
、
時
間
帯
や
季
節
で
変
動
す
る
の
に

対
し
、
風
力
発
電
は
地
形
の
影
響
が
加

わ
り
発
電
出
力
は
不
規
則
に
変
動
す

る
。

　

こ
れ
ら
の
発
電
出
力
の
変
動
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
を
利

用
す
る
際
に
、
電
力
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
、
短
時
間
か
ら
長
時
間
の
様
々
な
時

間
レ
ン
ジ
で
の
需
給
調
整
を
困
難
に

し
、
そ
の
対
策
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
の
究
極
の
課
題
と
な
る
。
電
力

シ
ス
テ
ム
で
は
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の
需

要
と
供
給
が
毎
時
、
毎
分
、
毎
秒
バ
ラ

ン
ス
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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特集２ 太陽光発電の最新動向と太陽光発電ビジネス

需
給
の
不
一
致
は
、
供
給
が
需
要
よ
り

多
け
れ
ば
周
波
数
（
日
本
の
場
合

50‌
Hz
、
あ
る
い
は
60‌

Hz
）
の
増
加
を
、

少
な
け
れ
ば
減
少
を
引
き
起
こ
す
。
周

波
数
が
本
来
の
値
で
あ
る
50‌

Hz
や
60‌

Hz

か
ら
大
き
く
外
れ
る
と
、
発
電
機
や
モ

ー
タ
ー
が
安
定
し
た
運
転
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ず
、
大
停
電
を
引
き
起
こ
す

原
因
と
な
る
。

　

こ
の
電
力
シ
ス
テ
ム
の
需
給
調
整
の

問
題
は
、
需
要
調
整
を
行
う
単
位
（
例

え
ば
各
電
力
シ
ス
テ
ム
）
全
体
あ
る
い

は
連
携
し
て
需
給
調
整
が
行
わ
れ
る
複

数
の
電
力
シ
ス
テ
ム
全
体
で
対
応
す
る

こ
と
が
本
質
的
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

太
陽
光
発
電
な
ど
多
数
の
発
電
シ
ス
テ

ム
の
個
別
の
変
動
が
相
殺
す
る
、
さ
ら

に
は
太
陽
光
発
電
と
風
力
な
ど
異
種
の

合
計
発
電
量
の
変
動
が
相
殺
す
る
い
わ

ゆ
る
「
な
ら
し
効
果
」
を
織
り
込
ん
で
、

大
き
さ
と
速
さ
が
相
対
的
に
小
さ
く
な

っ
た
変
動
を
前
提
に
し
た
計
画
、
運
用

が
有
効
で
あ
る
⑴

。

　

電
力
シ
ス
テ
ム
で
は
、
安
定
し
た
運

転
を
確
保
す
る
た
め
に
、
火
力
発
電
、

水
力
発
電
を
中
心
に
、
ガ
バ
ナ
ー
フ
リ

ー
制
御
、
負
荷
周
波
数
制
御
、
経
済
負

荷
配
分
な
ど
の
階
層
的
な
制
御
や
運
用

に
よ
る
需
給
調
整
が
行
わ
れ
る
。
し
か

し
、
変
動
性
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
量
が
増
加
す
る
と
、
図
１
に
示

す
よ
う
に
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
図

で
は
太
陽
光
発
電
を
表
す
）
の
発
電
量

の
変
動
の
増
加
と
、
同
時
に
起
こ
る
需

給
調
整
可
能
な
発
電
所
の
運
転
量
の
低

下
と
い
う
「
2
つ
の
理
由
」
に
よ
り
、

電
力
シ
ス
テ
ム
の
短
時
間
の
需
要
調
整

が
困
難
に
な
る
。
さ
ら
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
導
入
量
が
増
加
す
る

と
、
よ
り
長
い
周
期
の
需
給
調
整
も
問

題
に
な
り
、
昼
と
夜
、
季
節
と
い
っ
た

変
動
、
さ
ら
に
は
年
に
よ
る
ム
ラ
（
水

力
の
場
合
の
渇
水
年
と
豊
水
年
な
ど
）

な
ど
、
次
第
に
長
い
時
間
レ
ン
ジ
で
の

需
給
調
整
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
ゆ

く
。

⑵
系
統
の
発
電
機
と
発
電
抑
制

　

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
の
発
電
量

の
変
動
に
よ
る
需
給
調
整
の
課
題
に
対

し
、
先
ず
、
系
統
の
発
電
所
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
自
体
に
よ
る
対
策

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　

需
給
調
整
の
課
題
を
初
期
段
階
で
解

決
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
電
力
シ
ス

テ
ム
で
需
給
調
整
を
担
っ
て
い
る
既
存

あ
る
い
は
今
後
建
設
さ
れ
る
水
力
、
火

力
な
ど
の
発
電
所
の
調
整
力
の
向
上
、

調
整
力
を
持
つ
発
電
所
の
運
用
量
を
増

加
す
る
た
め
の
揚
水
発
電
所
の
揚
水
運

転
、
さ
ら
に
は
揚
水
運
転
時
に
そ
の
入

力
を
調
整
可
能
と
す
る
可
変
速
方
式
の

採
用
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
風
力

の
大
量
導
入
が
進
み
需
給
調
整
力
の
不

足
に
「
現
実
に
」
悩
ん
で
い
る
欧
州
で

は
、Flexible Generation

⑵

な
ど
の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
で
既
設
お
よ
び
新

設
の
発
電
所
の
仕
様
、
設
計
に
関
す
る

具
体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

F
lexible G

eneration

の
実
現
の
た

め
に
は
、
火
力
発
電
機
に
は
、
最
低
運

転
電
力
の
低
下
、発
電
出
力
の
調
整
幅
、

調
整
速
度
の
増
加
、
部
分
負
荷
で
の
効

率
向
上
、
負
荷
調
整
に
よ
る
劣
化
の
軽

減
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

　

さ
ら
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
の
導
入
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
貯
蔵

が
最
終
的
な
対
策
と
な
る
。
し
か
し
揚

水
発
電
所
の
貯
水
量
に
は
限
り
が
あ

り
、バ
ッ
テ
リ
ー
は
ま
だ
高
価
で
あ
り
、

現
状
、
余
剰
と
な
る
変
動
性
の
発
電
量

を
経
済
的
に
貯
蔵
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
の
た
め
、
余
剰
分
を
「
抑
制
す

る
」
こ
と
が
必
要
と
な
る
⑶

。
こ
の
抑

制
と
は
、
太
陽
光
発
電
の
場
合
は
イ
ン

バ
ー
タ
ー
制
御
で
電
流
を
調
整
し
、
風

力
の
場
合
は
羽
の
角
度
を
調
整
し
て
風

を
逃
が
し
、
本
来
発
電
可
能
な
量
の
一

部
を
捨
て
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
風

力
発
電
で
は
、
こ
の
抑
制
制
御
を
よ
り

積
極
的
に
系
統
の
需
給
制
御
に
活
用
し

よ
う
と
い
う
試
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

既
存
の
水
力
の
場
合
で
も
、
梅
雨
期
や

台
風
な
ど
に
よ
る
流
量
の
大
幅
な
増
加

図１ 国に大量に太陽光発電が導入された場合の電力システムの需給イメージ
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の
際
に
は
ダ
ム
に
貯
水
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
我
が
国
の
水
力
発
電
で
は
年
間

数
％
の
流
入
量
が
利
用
で
き
ず
放
水
さ

れ
る
。エ
ネ
ル
ギ
ー
を
捨
て
る
の
は「
も

っ
た
い
な
い
」
と
い
う
声
も
聞
く
が
、

水
力
の
場
合
の
ダ
ム
か
ら
あ
ふ
れ
る
水

と
同
様
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
の

電
力
が
余
る
こ
と
は
そ
れ
自
体
が
危
険

で
あ
り
、
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
経

済
的
で
あ
る
。

　

抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
電
出
力

の
上
振
れ
の
一
部
が
な
く
な
り
、
発
電

量
の
短
い
周
期
の
変
動
を
効
果
的
に
低

減
す
る
こ
と
で
、
最
大
出
力
の
一
部
が

利
用
で
き
な
く
と
も
大
半
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
安
定
的
に
利
用
で
き
る
と
い
う
効

果
も
あ
る
。
今
後
、
抑
制
電
力
量
を
最

小
に
し
て
、
電
力
シ
ス
テ
ム
に
与
え
る

変
動
影
響
を
最
小
化
す
る
抑
制
方
式
の

研
究
、
技
術
開
発
が
重
要
と
考
え
ら
れ

る
。

⑶
発
電
予
測

　

電
力
シ
ス
テ
ム
の
運
用
計
画
に
お
い

て
、
需
給
調
整
用
の
電
源
の
効
率
低
下

を
回
避
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

発
電
量
の
抑
制
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
は
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
数
日
か
ら
数

時
間
後
ま
で
の
様
々
な
時
間
レ
ン
ジ
で

の
発
電
予
測
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

発
電
予
測
は
、
長
期
に
適
し
た
気
象

予
測
に
よ
る
方
法
、
短
期
に
適
し
た
統

計
的
手
法
、
衛
星
デ
ー
タ
に
よ
る
手
法

（
太
陽
光
発
電
の
場
合
）
な
ど
が
あ
る
。

電
力
シ
ス
テ
ム
運
用
の
た
め
の
発
電
予

測
と
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
「
な
ら
し

効
果
」
を
含
め
た
広
域
の
発
電
量
の
予

測
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
広

域
の
発
電
予
測
技
術
が
必
要
と
な
る
。

広
域
の
発
電
量
の
予
測
に
つ
い
て
は
、

予
測
結
果
を
検
証
す
る
デ
ー
タ
が
存
在

し
な
い
た
め
、
今
後
、
広
域
の
発
電
量

の
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
分
析
と
並
行
し
た

技
術
開
発
が
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、

安
定
的
な
電
力
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
た

め
に
は
、
寒
冷
前
線
の
通
過
な
ど
の
大

き
な
天
気
の
変
化
に
伴
う
発
電
量
の
急

激
な
変
動
を
予
測
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。

　

発
電
予
測
に
必
要
な
精
度
は
、
電
力

シ
ス
テ
ム
の
火
力
・
水
力
発
電
所
の
そ

れ
ぞ
れ
の
需
給
調
整
力
と
、
太
陽
光
発

電
や
風
力
発
電
の
導
入
量
の
増
加
に
よ

る
新
た
な
変
動
の
増
加
、
火
力
・
水
力

発
電
の
部
分
負
荷
運
転
や
発
電
機
の
起

動
停
止
の
自
由
度
を
反
映
し
た
運
転
の

確
保
可
能
量
、
そ
れ
ら
に
伴
う
経
済
性

な
ど
で
変
化
す
る
。

　

我
が
国
で
は
、
電
力
会
社
に
よ
り
３

０
０
余
地
点
で
の
日
射
量
、
太
陽
光
発

電
量
な
ど
の
デ
ー
タ
蓄
積
と
解
析
が
行

わ
れ
⑷

、
こ
れ
ら
に
基
づ
き
２
０
１
１

～
２
０
１
３
年
度
の
予
定
で
新
た
に
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
太
陽
光
発
電

の
発
電
予
測
技
術
開
発
が
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
水
力
、
風
力
を
含
む
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
予
測
に
つ
い

て
は
、
現
在
電
気
学
会
の
調
査
専
門
委

員
会
⑸ 

に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
。

⑷ 

需
要
の
能
動
化

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
導
入

を
目
指
し
て
、
そ
の
発
電
量
の
変
動
の

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
バ
ッ
テ
リ

ー
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
技
術
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
調
整
手
段

を
バ
ッ
テ
リ
ー
に
限
ら
な
い
有
効
な
視

点
が
「
需
要
の
能
動
化
⑹

」
で
あ
る
。

　

需
要
の
能
動
化
と
は
、
需
要
側
の
需

要
そ
の
も
の
、
電
源
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な

ど
を
電
力
シ
ス
テ
ム
の
需
給
状
況
と
協

調
し
て
調
整
す
る
新
た
な
電
力
シ
ス
テ

ム
運
用
の
考
え
方
で
あ
る
。
図
２
に
示

す
よ
う
に
、
電
力
シ
ス
テ
ム
の
集
中
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
か
ら
各
需
要
に

電
力
シ
ス
テ
ム
全
体
の
需
給
状
況
を
反

映
し
た
制
御
信
号
、
情
報
を
送
り
、
住

宅
や
業
務
用
ビ
ル
な
ど
で
需
要
を
管
理

す
る
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム（
以
下
分
散
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
呼
ぶ
）

が
需
要
を
制
御
す
る
。
例
え
ば
、
従
来

電
気
料
金
の
安
い
夜
間
に
運
転
を
し
て

い
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機
に
よ
る
沸

き
上
げ
や
、
電
気
自
動
車
や
プ
ラ
グ
イ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
へ
の
充
電

を
、
電
力
需
給
の
状
況
に
合
わ
せ
て
夜

に
限
ら
ず
行
う
よ
う
調
整
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
や
風
力

発
電
の
出
力
減
少
に
合
わ
せ
て
機
動
的

に
需
要
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
需
給
調
整
を
担
う
電
源
の
確
保
量

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
需
要
の

能
動
化
は
、
従
来
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン

ス
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
主
と
し
て
人
間

が
介
在
し
た
需
要
調
整
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

の
応
用
に
よ
り
自
動
化
す
る
、
い
わ
ゆ

る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
コ
ア
技
術
で

あ
る
。

　

需
要
の
能
動
化
の
核
と
な
る
分
散
Ｅ

Ｍ
Ｓ
技
術
は
、
住
宅
用
の
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（H
om
e E
nergy M

anagem
ent 

System

）
や
ビ
ル
用
の
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（Building and Energy M
anagem

ent 
System

）、
工
場
向
け
の
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（F
actory E

M
S

）、
地
域
向
け
の
Ｃ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
（Com

m
unity EM

S

）
な
ど

で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
後
、
個
別
の
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エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
や
節
電
の
実
施

に
向
け
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
へ
の

関
心
の
高
ま
り
は
大
き
く
、
政
策
的
な

導
入
支
援
も
行
わ
れ
、
そ
の
技
術
開
発

と
導
入
、制
度
整
備
が
加
速
し
て
い
る
。

今
後
、
情
報
通
信
の
分
野
を
含
め
た
関

連
分
野
の
規
格
統
一
に
よ
り
一
層
の
製

品
開
発
と
導
入
普
及
が
進
む
と
考
え
ら

れ
る
。

⑸
電
力
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
設
備
形
成

の
高
度
化

　

電
力
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
、
現
在
の

火
力
発
電
や
水
力
発
電
な
ど
負
荷
配
分

可
能
な
発
電
機
を
基
本
と
し
た
方
式
か

ら
、
変
動
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
の
割
合
の
増
加
に
伴
い
、
徐
々
に

変
化
し
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
増
加
に
対
応

し
て
、
出
力
変
動
の
特
性
の
分
析
と
把

握
を
行
っ
た
上
で
、
水
力
発
電
や
火
力

発
電
の
需
給
調
整
力
の
最
大
化
や
発
電

予
測
の
組
み
込
み
を
含
め
、
需
給
調
整

力
の
確
保
に
力
点
を
置
い
た
前
日
の
運

用
計
画
や
当
日
運
用
が
導
入
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電

の
導
入
の
進
展
に
対
応
し
て
、
発
電
予

測
技
術
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
運
用

が
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、

需
要
の
能
動
化
に
よ
る
新
し
い
需
給
バ

ラ
ン
ス
の
概
念
を
取
り
込
ん
だ
電
力
シ

ス
テ
ム
の
設
備
計
画
、
運
用
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
従
来
の

集
中
電
源
に
比
較
し
て
一
か
所
あ
た
り

の
規
模
の
小
さ
な
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
導
入
さ
れ
る
場
合

が
多
く
、
管
理
が
行
き
届
き
に
く
い
と

い
う
状
況
が
あ
る
。
例
え
ば
、
住
宅
の

屋
根
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
数
kW
の
太
陽

電
池
は
、
製
造
や
設
置
工
事
の
不
備
、

経
年
劣
化
や
飛
来
物
な
ど
、
様
々
な
原

因
で
故
障
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
故
障

が
発
生
す
る
と
本
来
の
機
能
が
失
わ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
漏
電
な
ど
に
よ
り

火
災
が
発
生
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
太
陽
電
池
自
体
は
故
障
し

て
い
な
く
て
も
、
パ
ネ
ル
が
火
事
の
際

に
落
下
す
る
、
強
風
で
飛
ば
さ
れ
る
事

態
も
考
え
ら
れ
る
。
将
来
の
太
陽
光
発

電
の
国
内
の
設
置
台
数
は
数
千
万
台
と

い
う
膨
大
な
数
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
導
入
数
が
増
え
た
時

点
で
こ
れ
ら
の
問
題
が
顕
在
化
す
る
と

そ
の
対
応
は
非
常
に
難
し
く
、
再
生
可

S
PECIAL分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
管
理
の
課
題

図２ 需要の能動化による集中 / 分散エネルギーマネジメント協調の考え方
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能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
分
散
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
全
般
に
つ
い
て
国
民
の
信

頼
を
失
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
の
ヒ
ン
ト
は
、
前

節
で
述
べ
た
「
需
要
の
能
動
化
」
に
あ

る
。
需
要
の
能
動
化
に
お
い
て
は
、
機

器
が
Ｉ
Ｄ
と
双
方
向
の
通
信
手
段
を
持

つ
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
含
む
分
散
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
は
運
転
状
態
を
発

信
し
、
何
ら
か
の
制
御
信
号
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
、
シ
ス
テ
ム

を
運
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
、
シ
ス

テ
ム
を
維
持
管
理
す
る
仕
組
み
に
も
用

い
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
分
散
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
管
理
の
課
題
を
解

決
す
る
手
段
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
が
、
故

障
コ
ー
ド
を
発
信
し
、
発
信
し
た
運
転

デ
ー
タ
か
ら
劣
化
や
故
障
管
理
の
一
次

診
断
を
別
シ
ス
テ
ム
が
自
動
で
行
い
、

こ
の
結
果
に
も
と
づ
き
、
詳
細
な
遠
隔

診
断
や
現
地
で
の
確
認
作
業
、
修
繕
な

ど
を
漏
れ
な
く
、
効
率
的
に
行
う
体
系

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
⑺

。
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
な
ど
の
単
一
の
目
的
で
は
な

く
、
将
来
の
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
有

用
な
複
数
の
価
値
を
創
造
す
る
こ
と

が
、
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
効

果
的
に
導
入
す
る
方
法
で
は
な
い
か
。

　

持
続
可
能
と
い
う
目
標
に
対
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
値
は
大
き

い
。
２
０
３
０
年
や
さ
ら
な
る
将
来
に

向
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

と
そ
れ
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
は
「
最
大

限
」の
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
「
最
大
限
」
の
意
味
は
、
経
済

性
、電
力
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
を
含
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点

で
の
持
続
可
能
性
、言
い
換
え
れ
ば「
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
進
め
る
必
要

が
あ
る
。電
力
シ
ス
テ
ム
の
需
給
調
整
、

社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
導
入
の
問
題
が
顕
在
化
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
大
き
な

制
約
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
早
期
の
対
応
が

必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
視
野
を
広
げ
る
と
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
持
続
可
能

な
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
実
現
の

手
段
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は

な
い
。
い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
れ
だ
け
導

入
す
る
か
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
大

き
さ
、
化
石
燃
料
の
価
格
や
制
約
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
の
制
約
に
加
え
、産
業
構
造
、

人
口
構
成
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
の

条
件
の
変
化
の
も
と
で
考
え
て
ゆ
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
不
確
実
な
環
境
下

の
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
対
し
て

は
、
完
璧
な
選
択
肢
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
、
時
間
的
、
空
間
的
に
多

く
の
選
択
肢
を
組
み
合
わ
せ
て
す
べ
て

の
時
点
で
持
続
可
能
な
望
ま
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
を
実
現
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

の
視
点
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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